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黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん

　
尾
原
ダ
ム
建
設
予
定
地
の
林
原

地
区
で
四
月
二
十
二
日
、
「
菜
の

花
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
三
月
に
町
道
八
代
三
沢
線

が
供
用
開
始
し
、
大
型
バ
ス
で
の

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
に
な

り
、
地
元
住
民
は
も
と
よ
り
、
下

流
域
の
松
江
市
、
出
雲
市
な
ど
か

ら
約
千
百
人
が
訪
れ
、
会
場
約
一
・

三
�
に
咲
き
誇
る
菜
の
花
畑
を
大

勢
の
家
族
連
れ
が
散
策
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　
尾
原
ダ
ム
を
地
域
に
開
か
れ
た

ダ
ム
と
し
て
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
流
域
住
民
が
一
体
と
な

っ
て
ダ
ム
事
業
に
よ
る
恩
恵
を
理

解
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
斐
伊
川
く
ら
ぶ
な
ど
の
実
行

委
員
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
今
年

で
八
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
温
泉
こ

ど
も
神
楽
や
仁
多
乃
炎
太
鼓
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
尾
原
ダ
ム
周
辺

で
採
れ
た
そ
ば
粉
を
使
っ
た
手
打

ち
そ
ば
や
山
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
が

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
予
定
地
の
バ
ス
ツ

ア
ー
や
国
土
交
通
省
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
来
場
者
は
ダ
ム
事

業
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
の
景
勝
地
「
鬼
の
舌

震
」
で
大
型
連
休
の
初
日
と
な
っ

た
四
月
二
十
八
日
、
奥
出
雲
町
観

光
協
会
関
係
者
、
来
賓
な
ど
約
四

十
人
が
出
席
し
て
、
川
開
き
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
玉
日
女
神
社
で
神
職
が
祝
詞
を

奏
上
し
お
祓
い
を
し
た
後
、
岩
田

町
長
や
千
原
議
長
ら
が
玉
串
を
捧

げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
大
馬
木
川
に
御
神
酒

を
注
ぎ
川
を
清
め
、
ヤ
マ
メ
百
匹

が
放
流
さ
れ
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
中

の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
「
鬼
の
舌
震
」
は
、
松
本
清
張

原
作
「
砂
の
器
」
の
ロ
ケ
地
に
も

選
ば
れ
、
近
年
で
は
一
・
二
�
に

わ
た
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
遊
歩
道
、

ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
玉
湯
吾
妻

山
線
の
大
規
模
改
良
な
ど
一
体
的

な
整
備
に
よ
り
、
バ
ス
ツ
ア
ー
客

も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
年
も

全
国
各
地
か
ら
十
万
人
を
超
え
る

観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
祈
る

ヘ

ク

タ
ー
ル

キ
ロ

す
さ
の
お
の
み
こ
と

　
四
月
二
十
六
日
、稲
田
神
社
で

春
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
、今
年
は
、

出
雲
大
社
千
家
尊
祐
宮
司
を
お

迎
え
し
、五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し

た
。

　
稲
田
神
社
は
、八

岐
大
蛇
神
話
に
登

場
す
る
素
盞
嗚
尊

の
妃
・
稲
田
姫
を
お

祀
り
し
て
あ
る
由

緒
あ
る
神
社
で
、昭

和
七
年
に
故
小
林

徳
一
郎
氏
に
よ
っ

て
社
殿
造
営
、遷
座

さ
れ
た
神
社
で
す
。

　
し
か
し
、社
殿
が

建
立
さ
れ
て
か
ら

七
十
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、特
に
本
殿
、

拝
殿
の
屋
根
や
柱
、

境
内
の
荒
廃
が
進
み
、

大
規
模
な
補
修
が
必
要
と
な
り
、

町
内
の
有
志
で
稲
田
神
社
奉
賛

会
を
設
立
し
、奥
出
雲
町
に
縁
の

あ
る
方
に
呼
び
か
け
、浄
財
を
募

り
整
備
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
を
機
に
出
雲
大
社

千
家
宮
司
様
に
名
誉
宮
司
に
就

任
し
て
頂
き
、地
元
で
は
稲
田
神

社
保
存
会
が
組
織
さ
れ
、稲
田
神

社
を
後
世
へ
伝
え
て
い
こ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、奥
出
雲
町
の
貴
重
な
文

化
遺
産
、観
光
資
源
と
し
て
整
備

が
急
が
れ
ま
す
。

た
か
ま
さ

▲手打ちそばを作る地元布勢地区の皆さん

▲ヤマメ放流の様子

▲木山禰宜による祭典の様子

▲ヤマメ放流の様子
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見ごろのカタクリ満開
　
み
ど
り
の
日
の
四
月
二
十
九
日
、

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
の
舞
台
地

と
し
て
知
ら
れ
る
霊
峰
・
船
通
山

（
標
高
一
、
一
四
二
・
五
�
）
で

カ
タ
ク
リ
登
山
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
三
百

人
は
、
鳥
上
滝
コ
ー
ス
、
亀
石
コ

ー
ス
の
二
つ
に
分
か
れ
て
鳥
の
さ

え
ず
り
を
楽
し
み
、
自
然
保
護
レ

ン
ジ
ャ
ー
や
自
然
公
園
指
導
員
の

説
明
に
よ
る
山
野
草
な
ど
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
約
二
時
間
を
か

け
て
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
山
頂

を
目
指
し
ま
し
た
。
　

　
山
頂
は
、
約
千
五
百
平
方
�
に

広
が
る
薄
紫
色
の
カ
タ
ク
リ
の
群

生
が
見
ご
ろ
を
迎
え
多
く
の
登
山

者
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
横
田
山
の
会
に
よ

る
紙
芝
居
で
の
カ
タ
ク
リ
の
説
明

が
あ
り
、
ユ
リ
科
の
多
年
草
で
あ

る
カ
タ
ク
リ
は
、
開
花
す
る
ま
で

に
七
年
以
上
の
歳
月
を
要
す
る
こ

と
や
自
然
の
中
で
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
の
様
々
な
特
徴
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
多
く
の
登
山
者
が
興
味

深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
末
ま
で
鳥
取
県
と

合
同
で
盗
掘
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施

さ
れ
、
県
自
然
環
境
課
か
ら
採
取

防
止
と
自
然
環
境
保
護
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
見
ご
ろ
を
迎
え

た
五
月
六
日
、
商
工
会
横
田
支
部
、

や
っ
ち
ゃ
ら
会
の
主
催
で
第
八
回

し
ゃ
く
な
げ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
む
ら
く
も
の
丘
に
植
え
ら
れ
た

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
満
開
で
あ
い
に
く

の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
役
場
横
田
庁
舎
前
で
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
や

よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
の
ゲ
ー
ム

も
あ
り
大
型
連
休
最
後
を
楽
し
み

ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

　
本
町
の
日
刀
保
た
た
ら
で
は
、

世
界
で
唯
一
、
量
産
の
直
接
製
鋼

法
に
よ
り
日
本
刀
の
原
料
と
な
る

和
鉄
「
玉
鋼
」
を
生
産
し
、
全
国

の
刀
匠
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
た
ら
製
鉄
や
日
本
刀
の

資
料
館
で
あ
る
奥
出
雲
た
た
ら
と

刀
剣
館
で
は
連
休
中
、
日
本
刀
（
美

術
刀
剣
）
の
展
示
、
小
林
日
本
刀

鍛
錬
場
一
門
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬

実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
ま
た
、
五
月
四
日
に
は
高
知
県

土
佐
抜
刀
道
連
盟
か
ら
樋
口
功
氏

を
迎
え
抜
刀
実
演
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
日
ご
ろ
目
に
す
る
こ

と
が
な
い
真
剣
で
の
抜

刀
実
演
に
、
町
内
外
か

ら
訪
れ
た
見
学
者
は
張

り
詰
め
た
雰
囲
気
の
中
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

▲横田山の会によるカタクリの説明の様子

▲ヤマタノオロチ吹奏楽団による演奏▲樋口氏による抜刀実演


